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報道関係各位 日本酒造組合中央会

2022年度日本酒輸出実績 金額・数量ともに過去最高を記録！

輸出額は47５億円（昨対比：118.2%）で13年連続前年を上回る！

市場成長が見込まれる東南アジアと欧州に注力

全国約 1,700 の酒蔵（日本酒、本格焼酎・泡盛、本みりん）が所属する日本酒造組合中央会（以下：中央会）

は、202２年度（１月～12月）の日本酒輸出総額が 474.92億円に達し、１３年連続で前年を上回る金額に、

また数量も35,895キロリットルと過去最高となったことを発表します（財務省貿易統計）。

輸出金額第1位は中国、第2位はアメリカで、第3位の香港を合わせると67.8%を占めています。また、輸

出金額の伸び率が数量の伸び率を上回っており、1ℓあたりの平均輸出価格は10年前から2倍以上上昇し

ています。高価格帯のプレミアムな日本酒が海外輸出のトレンドとなっています。

2022年度の輸出金額・数量は共に過去最高

国別の輸出金額第１位は中国で 約141.6 億円（昨対比 １３７.８%）。中国で日本酒は高級酒として若者や富裕
層を中心に人気を集め、好みの日本酒をレストランに持ち込み楽しむスタイルがみられます。
輸出数量第1位はアメリカで、9,084 ㎘ （昨対比 １02．9%） 、金額でも第2位の約109.3億円。韓国への輸
出も輸出金額第4位、約25.2億円（昨対比167．9％）と伸長、ほとんどの国で輸出金額は過去最高となって
います。

輸出実績推移

約475億円



今後の成長が期待される東南アジアと欧州に注力

マレーシア(昨対比 187.5%)、ベトナム(昨対比 236.6%)、タイ(昨対比201.7%) と東南アジアでは日
本酒市場が急拡大しており、インバウンドも多い東南アジアは今後の成長が期待できます。
また、欧州においても、金額が255.1億円（昨対比125.3％）と堅調に推移しており、中央会では、フランス
やドイツで開催される酒類の世界的展示会に出展し、さらなる拡大を目指します。

中央会は、2022年に国際ソムリエ協会（A.S.I)とのパートナーシップを締結。2022年9月にマレーシアで
行われた若手ソムリエ教育プログラムに参加。 2023年2月7日～12日に開催されるA.S.I. 世界最優秀ソ
ムリエコンクール（パリ）への参加も予定しており、ガストロノミー分野で影響力が高い世界のソムリエへの日
本酒の啓発活動に力を入れています。

また、中央会は、2022年12月5日に日本酒及び本格焼酎・泡盛の認定農林水産物・食品輸出促進団体（認
定品目団体）となり、さらに國酒の輸出促進を進めて行きます。

■国別輸出金額・数量

日本酒輸出のトレンドは引き続き「プレミアム」な日本酒

1ℓあたりの日本酒の輸出価格は2021年に引き続き2022年も上昇。10年前（201２年）の輸出金額は
６３３.0 円でしたが、202２年には １,３２３.1 円と2倍以上上昇。現在、輸出金額は、国内出荷金額の1割を
超えています。

経済活動が再開され、日本食レストランが再開したこと、日本酒の冷蔵輸送の管理が普及し、品質が保持さ
れた状態で流通可能になったこと、また日本食レストラン以外でも日本酒を高級酒として受け入れられる市
場が形成されつつあります。

R3
2021

R4
2022

R4/R3

1 アメリカ合衆国 8,826 9,083 102.9%

2 中華人民共和国 7,268 7,388 101.7%

3 大韓民国 2,418 4,054 167.7%

4 台湾 2,648 3,076 116.2%

5 香港 3,243 2,717 83.8%

6 カナダ 749 1,005 134.2%

7 シンガポール 919 917 99.8%

8 オーストラリア 747 806 107.9%

9 ベトナム 327 692 211.6%

10 タイ 456 681 149.3%

11 ドイツ 622 663 106.6%

12 マレーシア 334 581 174.0%

13 イタリア 391 494 126.3%

14 英国 397 484 121.9%

15 オランダ 460 483 105.0%

32,052 35,894 112.0%

125.30%

単位：㎘

合計

数量順位

<参考>EU（イギリス含む） 2,036 2,551

金額順位
R3

2021
R4

2022
R4/R3

1 中華人民共和国 10,279 14,163 137.8%

2 アメリカ合衆国 9,591 10,929 114.0%

3 香港 9,308 7,115 76.4%

4 大韓民国 1,503 2,523 167.9%

5 シンガポール 1,802 2,325 129.0%

6 台湾 1,725 2,222 128.8%

7 カナダ 675 1,162 172.1%

8 オーストラリア 730 932 127.7%

9 ベトナム 298 705 236.6%

10 マレーシア 333 625 187.7%

11 英国 444 607 136.7%

12 フランス 489 523 107.0%

13 タイ 211 426 201.9%

14 ドイツ 318 357 112.3%

15 オランダ 272 340 125.0%

40,178 47,492 118.2%

【出典】財務省貿易統計
単位：百万円

合計

<参考>EU（イギリス含む） 2,728 3,196 117.2%



※参考

＜日本酒造組合中央会＞
東京都港区西新橋1-6-15 日本酒造虎ノ門ビル
全国約1,700社の酒蔵（日本酒、本格焼酎・泡盛、本みりん）が所属する日本酒業界最大の団体。酒類業界の
安定と健全な発展を目的とし、1953年に設立。「國酒（こくしゅ）」である日本酒、本格焼酎・泡盛等について魅
力を広めることにより、世界の食文化の多様性に貢献し、国内外の需要拡大につなげる活動に取り組んでいま
す。
■公式HP：https://japansake.or.jp/common/

＜日本の酒情報館＞
東京都港区西新橋1-6-15 日本酒造虎ノ門ビル1F
常時100種類以上の日本酒、本格焼酎・泡盛等を1杯100円から楽しむことができ、いつも国内外からのお客
さまでにぎわっています。また試飲だけでなく、日本酒にまつわる情報収集や、酒蔵見学などの相談もできる
など、“コンシェルジュ”としての役割も担っています。
■公式HP：https://www.japansake.or.jp/sake/know/data/

【報道関係者からのお問い合わせ先】
日本酒造組合中央会PR事務局

TEL：03‐6274‐8386 MAIL：japansake@honeycom.co.jp

＜トピック＞
•コロナ禍からの経済活動の回復によりアメリカ・中国・韓国・東南アジアへの輸出が拡大。またカナ
ダも、数量・金額共に急成長している。

•数量、金額共に顕著な伸び率を示したのがベトナム、マレーシア、タイ。高価格帯の日本酒が好まれ
るシンガポールなど今後のさらなる市場成長が見込まれる東南アジアの国々。

【参考】

国内出荷価格 736円/ℓ（2019）※出典：国税庁 酒のしおり（令和4年3月）より

■1ℓ あたりの輸出価格

2021

単価(円/ℓ)

2022

単価(円/ℓ)
上昇率

中華人民共和国 1,414 1,917 35.6%

アメリカ合衆国 1,087 1,203 10.7%

香港 2,870 2,619 -8.8%

大韓民国 621 622 0.2%

シンガポール 1,960 2,535 29.3%

台湾 652 722 10.9%

カナダ 902 1,156 28.2%

オーストラリア 977 1,156 18.3%

ベトナム 910 1,019 11.9%

マレーシア 998 1,075 7.7%

英国 1,119 1,254 12.1%

フランス 1,117 1,226 9.8%

タイ 463 626 35.2%

ドイツ 512 539 5.4%

オランダ 593 704 18.8%

平均 1,253 1,323 5.6%

https://japansake.or.jp/common/
https://www.japansake.or.jp/sake/know/data/
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